
2019年度計画 2019年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、中期目標・中期計画に基
づいて計画する（具体的に期限やレ
ベルなど数値目標を挙げて定量的に
記載する）

（2019年度計画の具体的実行内容を
具体的に期限やレベルなど数値目標
を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達
成状況を評価する。 該当する項
目については、セルを分割して、
上段に中間報告、下段に最終報告
を記載する。

建学の精神等と3ポリシーについて
履修要覧への掲載、ホームページ
での周知を行い、「スタートアッ
プ就実」で学長・副学長より直接
説明を行った。

建学の精神等と3ポリシーについて
履修要覧への掲載、ホームページ
での周知を行い、「スタートアッ
プ就実」で学長・副学長より直接
説明を行った。

ＦＤ研修会を4月と9月に開催し、
今後シラバス実施要領についての
研修会を開催する予定である。

ＦＤ研修会を4月と9月に開催し、
シラバス実施要領についての研修
会を12月に開催した。

後期より出席管理システムを全学
に導入し、欠席回数の多い学生の
早期指導が可能となった。

ＦＤ活動を組織的かつ多面的に実施
し、教員の資質向上及び教員組織の
改善・向上を図る。

出席管理システムの改修を行い、就
学意欲が低下している学生への迅速
な対応を図る。

留年者及び休・退学者の状況を把握し、
低減に向けての部局での方策を検討
し、適切に対処する。

理念・目的を及び学部・研究科の目
的を学則又はこれに準ずる規則等に
適切に明示し、教職員及び学生に周
知し、社会に対して公表する。

履修要覧の巻頭への掲載、初年次教
育を通して周知を行う。

各学部とも履修要覧の巻頭に「建学
の精神・基本理念・基本目標・実践
指針・教育の目的」と「3ポリ
シー」を掲載する。また、新入生必
履修科目の「スタートアップ就実」
において、学長・副学長より直接説
明を行う。

就実大学大学院・就実大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

部局名（学部又は事務部）： 　　教務課

計画達成状況
　部局及び学科における2019年度計画と実行内容

中　期　目　標 中　期　計　画

計画：2019年5月10日／中間報告：2019年9月30日／最終報告：2020年3月31日

後期からは出席管理システムを全学
に導入できるよう、準備を進める。

国から発信されるさまざまな方針に
対応すべく、ＦＤ研修会を充実させ
る。

ＦＤ委員会で企画・検討し、ＦＤ研
修会を３回以上開催する。

［理念・目的］
教育の理念・目的に基づき、人材
育成の目的、その他の教育研究上
の目的を適切に設定し公表すると
ともに、それを実現するために将
来を見据えた中・長期の計画その

他の諸施策を明確にする。

［教員・教員組織］
教育の理念・目的を実現するため
に、求める教員像や教員組織の編
制方針を明確にし、それに基づく
教員組織を整備するとともに、
ファカルティ・ディベロップメン
ト（ＦＤ）活動を実施して絶えず
教員の資質向上に取り組む。

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適
切に行う。



後期より出席管理システムを全学
に導入し、欠席回数の多い学生の
早期指導が可能となった。

ＤＶＤ教材を使用した入学前教育
の実施結果について、教員に向け
た報告会を開催した。

ＤＶＤ教材を使用した入学前教育
の実施結果について、教員に向け
た報告会を開催した。

学生からの要望により、試験の座
席を前にする、ドア付近にするな
どの措置を行った。

学生からの要望により、試験の座
席を前にする、ドア付近にするな
どの措置を行った。

ワーキンググループにより学務シ
ステムの問題点を洗い出し、各社
システムの調査を進めている。

2020年度中に新システムを導入す
べく、ワーキンググループで業者
選定作業を進めている。

主に日本私立大学協会、日本私立
短期大学協会が主催する研修会に
職員を派遣している。

学務システムの全面的な見直しを図
るため、ワーキンググループによる
検討を行う。

事務業務処理の電算化、事務業務のア
ウトソーシングの実施など、事務機能の
改善・業務内容の多様化への対応策を
とる。

教務課職員としての知識を得るた
め、外部研修会に積極的に参加す
る。

学務システムの見直しを検討し、業
務の効率化を図る。

教務担当者研修会等に参加し、専門
的知識を得るとともに、他大学の取
り組みを知ることで本学の業務改善
に活かす。

事務職員の資質向上に向けた研修等の
取り組みを行う。

障がい者学修支援委員会と連携を図
り、適切な修学支援措置を行う。

出席管理システムの改修を行い、就
学意欲が低下している学生への迅速
な対応を図る。

ＤＶＤ教材を使用した入学前教育の
実施結果報告会を開催する。

障がいのある学生に対する支援体制を
整備し、修学支援措置を適切に行う。

ノートテイク等、障がいのある学生
の具体的な要望に応える。

留年者及び休・退学者の状況を把握し、
低減に向けての部局での方策を検討
し、適切に対処する。

リメディアル教育や高大連携による入試
前教育に関する支援体制を整備し、適
切に実施する。

現在導入しているＤＶＤ教材を使用
した入学前教育の実施結果を教員と
共有し、より高い成果を上げられる
よう検証を行う。

後期からは出席管理システムを全学
に導入できるよう、準備を進める。

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適
切に行う。

［大学運営・財務］
教育の理念・目的を実現し、大学の
機能を円滑かつ十分に発揮するた
めに、大学の運営に関わる方針を
明確にし、その方針に沿って明文
化された規程に基づき適切な大学
運営を行い、また、教育研究を支
援しそれを維持向上させるため
に、適切な事務組織を整備すると
ともに、絶えず職員の資質向上に
取り組み、必要かつ十分な財政的
基盤を確立して、大学運営を適切
に行う。



主に日本私立大学協会、日本私立
短期大学協会が主催する研修会に
職員を派遣した。

①アセスメトポリシーの策定の進
捗状況について、4月と9月にＦＤ
研修会を開催し、学内での情報共
有を図った。
③シラバスの作成要領をより充実
させ、昨年度に引き続き、本年度
もシラバス作成に向けた説明会を
開催予定である。

①アセスメトポリシーの策定の進
捗状況について、4月と9月にＦＤ
研修会を開催し、学内での情報共
有を図った。
③シラバスの作成要領をより充実
させ、昨年度に引き続き、本年度
もシラバス作成に向けた説明会を
12月に開催した。

◆中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況の運営について◆

（２）2019年度実行内容は、2019年計画の具体的取組・実行内容を具体的にかつ定量的（数値的）に記載する。
（３）計画達成状況は、年度途中（9月末）、年度末（３月末）に計画の達成状況を部局長及び学長が評価し、次年度計画の参考とする。

教務課職員としての知識を得るた
め、外部研修会に積極的に参加す
る。

①３ポリシーの定期点検：３ポリシーに対
応したアセスメントポリシーを策定し、毎
年定期的に点検評価する。②カリキュラ
ム改革：DPに基づく体系的カリキュラム
（カリキュラムマップ／ナンバリング）へ改
訂する。③履修指導の徹底：シラバスの
第三者チェックを徹底し、個々の学生に
対応したきめ細かな履修指導を行う。④
新しい教育方法の実践：ICT教育、アク
ティブラーニング、PBL、反転授業などを
全学的に推進する。⑤学生相互学修支
援の促進：SA・TAやピアサポート、学修
支援体制を構築し、指導学生の育成を
図る。⑥学生が成長を実感する教育改
革：学生の基礎力診断を継続実施し、学
生・教職員への周知、活用推進を図る。
⑦学修成果の可視化：アセスメントポリ
シーの評価基準を策定し、GPA制度の
活用などで多面的に評価する。⑧学び
の保証体制：授業評価アンケートの活用
を促進し、学修ポートフォリオの全学導
入を検討する。

①アセスメントポリシーの策定に向
けて、ＦＤ研修会を開催する。
③昨年度に引き続き、シラバスの第
三者チェック体制を強化する。

①アセスメントポリシーの策定に向
けて、ＦＤ研修会を開催し、情報共
有を図る。
③作成要領をより充実させ、チェッ
ク項目の厳格化を図る。

教務担当者研修会等に参加し、専門
的知識を得るとともに、他大学の取
り組みを知ることで本学の業務改善
に活かす。

事務職員の資質向上に向けた研修等の
取り組みを行う。

（１）2019年度計画は、就実大学大学院・就実大学中期目標・計画の具体的な取組・実行内容に基づいて計画する。中期目標・計画に関連して、新たな取組がある場合は項目を増やして記載する。

【2019年度大学院・大学の主要事業計画と改革の重点事項】

［大学運営・財務］
教育の理念・目的を実現し、大学の
機能を円滑かつ十分に発揮するた
めに、大学の運営に関わる方針を
明確にし、その方針に沿って明文
化された規程に基づき適切な大学
運営を行い、また、教育研究を支
援しそれを維持向上させるため
に、適切な事務組織を整備すると
ともに、絶えず職員の資質向上に
取り組み、必要かつ十分な財政的
基盤を確立して、大学運営を適切
に行う。

［特色ある取り組み］
社会を意識して学び、学生自らが
成長を実感できる教育改革、充実
した学生生活支援、新たな価値を
創出する地域連携活動などを通し
て、本学の魅力や教育・研究の質
を高め、個性を磨いて差別化を図
るため、特色ある大学改革を推進
する。「未来社会を力強く生き
抜く人材を育成し、地域と共に
輝く大学」を目指し、全教職員が
ベクトルを合わせて下記の重点課
題に取り組み、目標達成に向けて

努力する。
（１）教学ガバナンス・マネジメ
ントの強化による内部質保証：組
織的な大学改革への取り組み

（２）3ポリシーを具現化した教
育改革による学びの保証： カリ
キュラムマネジメント体制の構築
（３）満足度向上に繋がる学生生
活・修学・キャリア支援体制の強
化：学生調査に基づく改善整備
（４）新入試制度の構築と効果的
な入試広報活動：優秀な学生の確

保と学生定員の厳格化
（５）地域活性化に繋がる教育・
研究ブランド力の強化：地域貢献

力とグローバル化の推進


